
高槻市の地球温暖化対策に関する意識調査 
 

事業所のみなさまには、日頃から本市の環境行政にご理解とご協力をいただき、ありがと

うございます。 

このアンケートは、事業所のみなさまの地球温暖化に対する意識などをお伺いし、今後の

地球温暖化対策を進める際の参考とさせていただくために行うものです。 

このアンケート調査の結果は統計的に処理し、上記の目的以外には一切使用いたしません。 

 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、ご理解とご協力をお願いします。 

 

なお、このアンケートを取りまとめた結果については、令和２年９月頃に高槻市のホーム

ページ上で公表する予定です。ぜひ、ご覧ください。 

 

 

 

 令和２年７月 高槻市 
 

 

①  環境管理部署がある場合は、当部署でご回答をお願いします。ない場合は、総務

担当の方にご回答をお願いします。 
 

②  質問ごとに、貴事業所のお考えに最も近い番号を ○ で囲むなどしてください。 
 

③  ご回答いただきましたアンケートは、同封の返信用封筒（切手は不要）に入れて、 

７月１７日（金）までにポストに投函してください。 

 

◎アンケートに関してご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。 

高槻市 市民生活環境部 環境政策課 

 電話：072-674-7486(直通)  FAX：072-661-3198 

 

◎このアンケートは、高槻市が下記機関に委託して実施しています。 

株式会社 総合環境計画 

 〒550-0012 大阪市西区立売堀一丁目3番13号 第三富士ビル 

（事業所）

【ご記入にあたってのお願い】 

高槻市 温暖化アンケート 検索 
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 問１.業種は、次のうちどれにあたりますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．農業，林業 ２．鉱業，採石業，砂利採取業 ３．建設業 

４．製造業 ５．電気・ガス・熱供給・水道業 ６．情報通信業 

７．運輸業，郵便業 ８．卸売業，小売業 ９．金融業，保険業 

10．不動産業，物品賃貸業 11．学術研究，専門･技術サービス業 12．宿泊業，飲食サービス業 

13．生活関連サービス業，娯楽業 14．教育，学習支援業 15．医療，福祉 

16．複合サービス事業 17．上記以外のサービス業 18．公務 
 

 問２.従業員数は、次のうちどれにあたりますか。パート・アルバイトを含めてお答えくだ
さい。（あてはまる番号１つに○） 

１．9 人以下 ２．10～29 人 ３．30～49 人 

４．50～99 人 ５．100～299 人 ６．300 人以上 
 

 問３.貴事業所の形態について、次のうちどれにあたりますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．オフィス（自社保有） ２．オフィス（賃借） 

３．店舗  （自社保有） ４．店舗  （賃借） 

５．工場  （自社保有） ６．工場  （賃借） 

７．物流倉庫（自社保有） ８．物流倉庫（賃借） 

９．その他（                                ） 
 

 問４.貴事業所の建物の延床面積を（ ）内にご記入ください。 

約（       ）m2 

 

 問５.環境マネジメントシステムの取得状況は、次のうちどれにあたりますか。 
（あてはまる番号１つに○。選択肢 2，4 の場合は､その名称を記載。） 

１．ISO14001 の認証を受けている。 

２．その他の環境マネジメントシステムの認証を受けている。(名称              ) 

３．認証を受けない独自の環境マネジメントシステムを構築して運用している。 

４．環境マネジメントシステムの認証取得を予定している。(名称               ) 

５．環境マネジメントシステムの運用の予定はない。 

 

  

貴事業所についてお聞きします。 
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 問６. 貴事業所では、地球温暖化防止に関して、日常的に次のことを行っていますか。 
（以下の各項目で、それぞれあてはまる番号 1 つに○） 

項目 
行って 
いる 

時々 
行っている 

今後 
行いたい 

行うのが 
難しい 

必要性を
感じない 

該当 
しない 

見

本 
ア 

空調機の設定温度管理、使用

時間管理 
5 4 ３ 2 1 0 

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理 

ア 
空調機の設定温度管理、使用

時間管理 
5 4 ３ 2 1 0 

イ 
給湯器の設定温度管理、使用

時間管理 
5 4 ３ 2 1 0 

ウ 
照明の間引き、照度抑制、点

灯時間管理 
5 4 ３ 2 1 0 

エ エネルギー使用量の把握 5 4 ３ 2 1 0 

環
境
意
識 

オ 
環境に配慮された製品や資材

の優先的購入（グリーン購入） 
5 4 ３ 2 1 0 

カ 

環境に配慮した製品､量り売

り商品､サービス等の開発､

取扱い 

5 4 ３ 2 1 0 

キ 
クールビズ、ウォームビズの

実施 
5 4 ３ 2 1 0 

ク 
従業員向け環境教育・研修の

実施 
5 4 ３ 2 1 0 

制
度

活
用 

ケ 
カーボン・オフセット制度の

活用 
5 4 ３ 2 1 0 

  

 問７.地球温暖化防止に役立つ再生可能エネルギー機器や省エネルギー設備について、事業
所に導入されていますか。（以下の各項目で、それぞれあてはまる番号 1 つに○） 

項目 
すでに導入 

している 

次の更新時

に導入予定 

安価になれば 

導入したい 

導入するつ

もりはない 

賃貸などで

導入できない 

見

本 
ア 太陽光発電システム 4 3 2 1 0 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等 

ア 太陽光発電システム 4 3 2 1 0 

イ 
太陽熱利用システム（太陽熱温水

器・ソーラーシステムなど） 
4 3 2 1 0 

ウ 

木質ペレットストーブ 

（オガ粉などを圧縮成形した固形燃料

（木質ペレット）を燃料とするストーブ） 

4 3 2 1 0 

エ 燃料電池（水素エネルギー） 4 3 2 1 0 

※次ページに続きます。 

地球温暖化問題への取り組み状況についてお聞きします。 
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項目 
すでに導入 

している 

次の更新時

に導入予定 

安価になれば 

導入したい 

導入するつ

もりはない 

賃貸などで

導入できない 

省
エ
ネ
型
機
器 

オ 
コージェネレーションシステム 

（熱と電力を同時に供給するシステム） 
4 3 2 1 0 

カ ヒートポンプ給湯器 4 3 2 1 0 

キ 高効率空調システム 4 3 2 1 0 

ク LED 照明 4 3 2 1 0 

ケ 
ハイブリッド自動車・電気自動車

などの環境性能の高い自動車 
4 3 2 1 0 

監
視 

コ 
デマンド監視、エネルギー管理シ

ステム（FEMS・BEMS） 
4 3 2 1 0 

そ
の
他 

サ ESCO 事業の活用 4 3 2 1 0 

シ 事業所建物の断熱化 4 3 2 1 0 

ス 屋上や壁面、敷地内の緑化 4 3 2 1 0 

 

 問８. 省エネルギー診断を受けたことがありますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．すでに受け、省エネ対策等を行った（現在行っている） 

２．すでに受けたが、省エネ対策等はまだ行っていない 

３．いつか受けたいと思う 

４．受けるつもりはない 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 問９.電力の契約種別は次のうちどれですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．低圧 （600V 以下のもの。小規模な商店など） 

２．高圧 （600V を超え 7,000V 以下のもの。ビルや商業施設、工場など） 

３．特別高圧 （7,000V を超えるもの。大規模な工場など） 

４．その他 （                               ） 

５．わからない 

電力の購入についてお聞きします。 

 

 電気事業者やガス事業者などでは、事業所の省エネルギーを支援する診断サービスなどを提供しています。

また、大阪府（おおさかスマートエネルギーセンター）では、中小企業者を対象に、無料の省エネ診断（エネ

ルギーの専門家が事業所を訪問して、設備の設置状況や使用状況を確認し、今ある設備の運用改善策や設備改

修などを提案）を行っています。 

豆知識 省エネルギー診断を受けて効果的なコスト削減を！ 

おおさかスマートエネルギーセンター
の省エネ診断の流れ 診断申込 事前調査 現地調査 診断結果報告
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 問１０.現在の電力の受給契約を締結する時に、複数社のプランを比較しましたか。 
（あてはまる番号１つに○） 

１．複数社のプランを比較した ２．比較していない 
 

 問１１.電力の購入先を選択するときに重要なことは次のうちどれですか。（３つまで〇） 

１．環境に配慮した電力であること ２．価格が安価であること 

３．購入先の会社の規模・安定性 ４．電力購入以外の付加価値があること 

５．その他（                                ） 

 

 

 
 

 問１２.自動車の所有台数は何台ですか。乗用車、貨物車の区分ごとに、軽自動車を含めて
ご記入ください。（リースを含む。） 

 

ア 乗用車 （     ）台  うち､エコカー（     ）台  無い場合は０を記入 

イ 貨物車 （     ）台  うち､エコカー（     ）台  無い場合は０を記入 

※エコカーとは、電気自動車・天然ガス自動車・ハイブリッド自動車・プラグインハイブリッド自動車・ 

燃料電池自動車（水素自動車）・クリーンディーゼル自動車を指します。 

 

 問１３. 貴事業所での輸送について、地球温暖化防止に関して、次のことを行っていますか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

１．事業活動に伴う自動車運行を減らす工夫をしている 

２．燃費の良い車への買い替えを促進している 

３．エコドライブに努めている 

４．従業員の通勤等のためのバスを運行している 

５．その他（                                ） 

６．特別な取り組みは行っていない 
 

 問１４. 貴事業者のマイカー通勤の状況についておたずねします｡（あてはまる番号１つに○） 

１．マイカー通勤を禁止している 

２．マイカー通勤の自粛を呼びかけている（ノーマイカーデー運動など）  

３．特に何もしていない  

４．マイカー通勤者はいない 

 

  

自動車の使い方についてお聞きします。 

マイカー通勤者 

約    人 
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 問１５. 企業経営を行う上で、地球温暖化に配慮した取り組みについて、貴事業所ではどう
お考えですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．地球温暖化への配慮は、経営を行う上で前提条件となる最も重要な課題である 

２．地球温暖化への配慮は、いくつかの重要な経営課題のひとつである 

３．地球温暖化への配慮について、関心はあるが重要な課題ではない 

４．地球温暖化への配慮は特に必要がない 

５．わからない 
 

 問１６.地球温暖化と貴事業所の関係について、貴事業所の考えに近いものはどれですか。 
（以下の各項目で、それぞれあてはまる番号 1 つに○） 

項目 
そう思

う 

どちらか
といえば
そう思う 

あまりそう

思わない 

そう思わ

ない 
わからない 

見

本 

今後、地球温暖化が進行すれば、仕入れ

や販売などに影響が発生すると思う 
5 4 ３ 2 1 

ア 
今後、地球温暖化が進行すれば、仕入れ

や販売などに影響が発生すると思う 
5 4 ３ 2 1 

イ 
省エネルギーなどに取り組むことで、コ

スト削減になると思う 
5 4 ３ 2 1 

ウ 
地球温暖化への対策の実施は、コスト増

加につながると思う 
5 4 ３ 2 1 

エ 
地球温暖化への対策は、今後のビジネス

チャンスにつながると思う 
5 4 ３ 2 1 

オ 
地球温暖化への取り組みは、企業価値の

向上や消費者への PR につながると思う 
5 4 ３ 2 1 

 

 問１７. 貴事業所では、温室効果ガス（二酸化炭素等）の排出削減への取り組みをどのよう
に位置づけていますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．目標を定めて取り組んでいる 

２．できるだけ取り組むように努めている 

３．具体的な取り組み方法を検討中である 

４．具体的な取り組み方法は、今後検討する 

５．今のところ具体的に取り組む予定はない 

６．それほど重要な課題とは思えない 

７．その他（                                ） 

地球温暖化対策のあり方についてお聞きします。 

どのような目標ですか
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 問１８. 貴事業所にとって、地球温暖化対策に取り組む上での問題として考えられるものは
どれですか。（３つまで○） 

１．資金の不足 

２．手間や時間がかかり、人手が足りない 

３．詳しい情報が手に入りにくく、取り組みのノウハウがわからない 

４．取り組みの努力が事業の利益につながらない 

５．取引先や消費者の理解や協力が得られない 

６．その他（                                ） 

７．特に問題はない 
 

 問１９. 地球温暖化対策や、地球温暖化に伴う被害を軽減するために、貴事業所が自ら取り
組むべき事項について、特に必要だと思うものはどれですか。（３つまで○） 

１．従業員一人ひとりが日常的に行う省エネ行動の徹底 

２．空調・ボイラーなどエネルギーを多く使う設備の運用の改善 

３．省エネルギー効果の高い設備・機器等の積極的な導入 

４．エコカー等の積極的な導入 

５．事業所建物の断熱性能の向上 

６．再生可能エネルギーの導入（太陽光発電の設置等） 

７．事業活動における自動車利用の削減や、自動車利用の適正化 

８．リサイクルなど資源の有効利用 

９．消費者の省エネルギー・省資源に資する設備、製品、サービス等の積極的な提供 

10．地球温暖化防止に役立つ技術開発 

11．環境マネジメントシステムの運用 

12．敷地内緑化や地域の緑化活動への協力 

13．環境に配慮した行動を奨励するしくみづくり（事業所内の取り組みの可視化、表彰等） 

14．地球温暖化対策に関する情報収集・情報提供 

15．環境学習や環境イベントの実施や参加 

16．環境に配慮した企業活動のＰＲ 

17．集中豪雨等の災害への備え（災害時マニュアル、浸水対策等） 

18．その他（                                ） 
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 問２０.貴事業所の電気・ガス・水道の使用量について、わかる範囲でご記入ください。 

 
 

  １年間の計 または 平均的な１ヶ月あたりの量 

ア 

電気使用量 
 
(使用量がわからない

場合は電気代) 

年間 

 約         kWh 

 または電気代 

  約         円 

 

1 ヶ月あたり 

 約         kWh 

 または電気代 

  約         円 

イ 

ガス使用量 
 
(使用量がわからない

場合はガス代) 

年間 

 約         ｍ3 

 またはガス代 

  約         円 

 

1 ヶ月あたり 

 約         ｍ3 

 またはガス代 

  約         円 

ウ 

水道使用量 
 
(使用量がわからない

場合は水道代) 

年間 

 約         ｍ3 

 または水道代 

  約         円 

 

1 ヶ月あたり 

 約         ｍ3 

 または水道代 

  約         円 

 

 

 

 問２１. 貴事業所で取り組まれている省エネアイデアや、地球温暖化対策を推進していく上
で課題と感じる事など、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名（ ） 

ご担当者（部署            ）（お名前              ） 

ご連絡先（☎             ）（e-mail              ） 

 

調査にご協力いただき、ありがとうございました。 
同封の返信用封筒（切手は不要）に入れて投函してください。 

７月１７日（金）までに投函してください 

自由意見 

エネルギー等の使用状況についてお聞きします。 

いずれか回答しやすい方にご記入ください。

回答のご担当者について、ご記入ください。 


